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１．研究計画の概要 
 
本研究の目的は、西洋中世哲学と現代哲学と
の対話を促進し、現代哲学の視点から中世哲
学の新たな解釈を試みると同時に、逆に現代
哲学の課題に対して中世哲学のアイデアを
提示することによって、その解決に向けた現
代の議論に貢献することである。中世におけ
る存在論、とくにトマス・アクィナスやガン
のヘンリクスの《esse》の理論には、この世
界における人間の有限な言語と永遠性（神）
との何らかの意味表示関係という、現代には
知られていない重要な意味論が含まれてい
る。これらの理論を現代の意味論や語用論の
観点から、とくに「存在は述語ではない」に
代表される現代分析哲学の「存在」解釈とい
う問題との関連の中で検討することによっ
て、中世哲学における意味論と語用論の諸相
を現代の分析哲学に理解可能な文体で提示
することを意図する。 
 
２．研究の進捗状況 
 
本研究の進捗状況は以下の通りである。 
① 中世存在論関係の一次文献、および二次文

献の収集については、国内では関西大学、
京都大学、上智大学中世思想研究所などの
図書室所在の文献や電子ジャーナル、およ
び英国ケンブリッジ大学図書館、レーヴェ
ン・カトリック大学哲学高等研究所図書室
などを利用してほぼ終え、現在、収集文献
の読解を進めている。 

② 中世存在論を現代分析哲学系の意味論か
ら解釈した文献の収集と読解についても、
上記と同様である。 

③ 分析哲学系の意味論に関しては、論理的意
味論について概観をほぼ終え、現在は認知
意味論、とくにカテゴリー化とプロトタイ
プ意味論に関して、文献と実験によって調
査した結果を論文にまとめている。 

④ 上記①～③で読解したテクストの文献情
報と内容データベース作成を順次行なっ
ている。 

⑤国内外の学会や研究会に参加し、情報交換
と研究討議を適宜行っている。 
 
３．現在までの達成度 
 
＜評価＞概ね順調に進展している 
＜理由＞上記進捗状況にあるとおり、①～⑤
で計画をほぼ達成している。ただし、中世の
存在論を現代の意味論・語用論の観点から説
明するという大目的達成が必ずしも容易で
ないことが判明しつつある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
最終年度で、これまでの実績を踏まえて、中
世哲学における存在論を現代の意味論の観
点から再解釈する。 
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